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ー
ジ

こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
山
内
真

由
美
で
す
。
今
回
は
、
来
年
１
月
の
「
家

庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
」ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
向
け
て
、

熱
の
入
っ
た
練
習
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

出
演
す
る
の
は
、

田
原
市
楽
友
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教

室
・
田
原
混
声
合

唱
団
・
田
原
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

の
皆
さ
ん
で
、
音
楽

劇
『
森
は
生
き
て
い

る
』（
12
月
物
語
・

ロ
シ
ア
の
サ
ム
イ

ル
・
マ
ル
シ
ャ
ー
ク

10
月
29
日（
金
）
～
31
日（
日
）
に
、
田
原
市
文
化
祭
を
田
原

文
化
会
館
や
渥
美
文
化
会
館
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
民
の
文
化
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

展
覧
会
場
や
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
鑑
賞
す
る
人
の
波
が
絶
え
ず
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
絵
画
や
書
道
の
作
品
だ
け
で
な
く
、写
真
、

俳
画
、
陶
芸
、
生
け
花
、
籐
手
芸
、
革
工
芸
、
木
工
作
品
、
盆
栽
、

芸
能
発
表
、
お
茶
会
な
ど
、
内
容
も
多
彩
。
作
者
の
技
量
も
年
々

上
達
し
て
き
て
い
る
の
で
、訪
れ
た
人
た
ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

田
原
市
文
化
協
会
は
昭
和
40
年
に
活
動
を
開
始
し
、
現
在
は
会

員
数
約
２
５
０
０
人
、
団
体
数
１
３
３
、
今
年
で
40
年
目
を
迎
え

ま
す
。“
文
化
・
芸
術
の
秋
”
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
文

化
活
動
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

原
作
）
を
演
じ
ま
す
。
練
習
日
は
毎
週
土
・
日
曜

日
の
午
前
中
で
、
こ
の
日
、
一
部
の
人
た
ち
が
初
め

て
衣
装
を
着
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
遠
慮
が
ち
な
表

現
が
多
い
の
で
、
担
当
の
先
生
方
か
ら
顔
の
向
き
や

声
の
出
し
方
、
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
細
か
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
飛
び
ま
す
。
気
持
ち
が
盛
り
上
が
り
、
会

場
の
空
気
も
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
衣
装
や
大
道
具
、
小
道
具
は
、
出
演
者
と
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
特
技
を
活い

か
し
て
手
づ
く
り
で

準
備
し
ま
す
。
お
互
い
の
意
見
交
換
も
活
発
で
、
力

の
こ
も
っ
た
制
作
活
動
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
キ
ャ
ス
ト
の
方
も
風
邪
を
引
か
な

い
よ
う
に
、
健
康

管
理
に
気
を
つ

け
て
、
す
て
き
な

発
表
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

ぜ
ひ
当
日
は
、

田
原
発
の
地
域

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
応
援
し
に

会
場
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

市民発
!

◉家庭の日コンサート
　音楽劇『森は生きている』　
＊日　時：平成 23 年１月９日（日）
　　　　　午後２時開演
＊場　所：田原文化会館
＊入場料：５００円（チケット販売中）
＊チケット販売：市内文化会館ほか
▼コンサートのお問い合わせは、田原市
楽友協会事務局（金子）23 局２６８３へ

山内真由美

田
原
市
文
化
祭

田
原
発
の〝
ミュー
ジ
カ
ル
〟

田
原
市
文
化
協
会　
会
長　
林 

和
彦
さ
ん

投
稿

市民発
!

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト

◦10月23日（土）の練習の様子
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▼田原市文化協会
22局６０６３
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２
ペ
ー
ジ

毎
年
、
10
月

の
第
２
日

曜
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ

れ
る
福
江
の
秋あ

き
は葉

神
社
と
畠

は
た
け

神
社
の

大
祭
。
こ
の
祭
り

の
始
ま
り
は
、
享

保
13
年
の
古
文

書
『
秋あ

き
は葉
大だ

い
ご
ん
げ
ん

権
現

造ぞ
う
え
い営
之の

記き

』
に
、

「
畠
村
地
先
（
現

福
江
町
）
の
入
江

の
沖
に
伸
び
る
洲

崎
が
、
元
和
７
年
、

激
し
い
風
波
に
よ
っ
て
切
れ
、
入
江
の
中
に
流
れ
込
む
海

流
が
変
わ
り
、
崖
崩
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
正
徳
４
年
、
秋
葉
神
社
を
造
っ
た
こ
と
か
ら
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、
余

興
と
し
て
町
内
５
組
が
、
山

車
を
引
き
な
が
ら
祭
り
囃ば

や
し子

や
手
踊
り
な
ど
を
披
露
し
、

畠
神
社
ま
で
を
巡
行
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
原は

ら

組
、
澤さ

わ

組
、

紺こ
ん
や屋
組
、
新し

ん
た
く宅
組
は
毎
年
趣

向
を
凝
ら
し
た
手
作
り
の
人

形
（
張
り
ぼ
て
）
を
載
せ
た

10
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）
に
白
鳥
公
園
（
名
古

屋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｃコ

ッ

プ

Ｏ
Ｐ
10
「
生
物
多
様

性
交
流
フ
ェ
ア
」
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
生
物
多
様
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、

「
海
か
ら
考
え
よ
う
～
生
物
多
様
性
」と
題
し
て
、メ
ッ
セ
ー

ジ
を
首
か
ら
下
げ
た
ス
ナ
メ
リ
の
模
型
を
つ
る
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
西
の
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」

の
際
に
見
つ
け
た
ス
ナ
メ
リ
や
海
鳥
、
カ
メ
の
死
体
な
ど

の
写
真
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
た
ち
は
２
日
間
で
約
４
０
０
人
。

子
ど
も
向
け
の
「
海
の
生
き
物
立
体
工
作
教
室
」
が
大
人

気
で
、
２
日
間
で
70
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
お
面
を

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
を
通
じ
て
、「
生
き
物
が
安
心
し
て
生
き

て
い
け
る
海
に
し
た
い
」「
き
れ
い
な
海
を
守
り
た
い
」
と

い
う
亀
の
子
隊
の
思
い
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
で
、
う
れ

し
い
２
日
間
で
し
た
。

山
車
、
下し

も
じ地
組
は
彫
刻
が
美
し
い
伝
統
の
あ
る
山
車
が
特

徴
で
す
。

　

こ
の
山
車
の
引
き
回
し
で
特
に
圧
巻
な
の
は
、
急
傾
斜

の
坂
道
を
一
気
に
上
り
詰
め
る
場
面
で
す
。
各
組
の
誇
り

と
威
信
を
か
け
て
行
う
祭
り
に
は
、「
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
」

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
熱
気
と
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

10
月
７
日
（
木
）、
家
族
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
な
ど
種
目
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
中
山
保
育
園
な
ら
で
は
の
種
目
は
騎
馬
戦
で
す
。

こ
れ
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
家
族
の
方
な
ど
が
、

年
長
園
児
を
お
ん
ぶ
し
て
、
帽
子
取
り
を
行
う
競
技
で
す
。

二
人
の
息
を
ピ
ッ
タ
リ
合
わ
せ
て
、
一
生
懸
命
に
追
い
か

け
っ
こ
。
２
回
戦
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
、

お
ん
ぶ
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
ヘ
ト
ヘ
ト

で
し
た
が
、
園
児
た

ち
は
と
て
も
い
い
笑

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

市民発
!

地域発
!

保育園
発!

▲紅組と白組に分かれて競います

生
物
多
様
性
交
流
フェア

福
江
の
お
祭
り

親
子
の〝
絆き

ず

な

〟
騎
馬
戦

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊

代
表　

鈴
木
吉
春
さ
ん

福
江
市
民
館
さ
ん

中
山
保
育
園
さ
ん

テ
ン

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
、
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
役
所　

政
策
推
進
部
広
報
秘
書
課

　

〒
４
４
１
ー
３
４
９
２
（
住
所
不
要
）

　


22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　
　

koho@
city.tahara.aichi.jp
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▲町内５組の山車が集結

▲華やかに舞う親子ら



地域
発!

平
成
８
年
、
田
原
東
部
・
神
戸
・
大
草
・

六
連
の
４
校
区
は
、「
み
ん
な
で
考

え
・
行
動
す
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
的
と

し
て
「
田
原
市
東
部
太
平
洋
岸
総
合
整
備

促
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
中

で
も
谷
ノ
口
地
区
は
、
海
浜
拠
点
整
備
と

地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定

さ
れ
、「
谷
ノ
口
総
合
整
備
促
進
協
議
会
」

を
平
成
14
年
に
設
立
し
、
校
区
や
行
政
と

協
働
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
里
山
整
備

　

都
市
と
農
村
と
の
交
流
拠
点
を
目
指
す

公
園
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
る「（
仮
称
）

谷
ノ
口
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
」。

完
成
後
は
、
地
区
自
ら
維
持
管
理
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
谷
ノ
口
公
園
準

地
域
の
話
題

神
戸
校
区

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

市
街
地
と
、
太
平
洋
沿
い
の
豊
か
な
自
然
が
混
在
す
る
神
戸
校
区
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
「
谷
ノ
口
地
区
」
か
ら

住
民
の
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

備
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
地
区
住
民
や

里
山
の
会
、
市
職
員
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
に
よ
り
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午

前
８
時
か
ら
、
公
園
予
定
地
内
の
里
山
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の「
里

山
整
備
の
つ
ど
い
」
を
皮
切
り
に
、
自
分

た
ち
の
手
で
繁
茂
す
る
竹
を
刈
っ
た
り
、

階
段
を
整
備
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
作
業
す
る

と
、
敷
地
内
の

植
生
や
管
理
の

方
法
が
把
握
で

き
る
た
め
、
完

成
し
た
後
の
管

理
計
画
を
立
て

る
の
に
役
立
ち

ま
す
。

　

こ
の
公
園
で
、
谷
ノ
口
海
岸
へ
遊
び
に

来
る
釣
り
人
や
サ
ー
フ
ァ
ー
、
自
然
や
農

村
を
求
め
る
都
会
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交

流
が
広
が
り
、
こ
の
地
域
が
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

え
え
Ｚぞ

ん

Ｏ
Ｎ
Ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

地
域
の
魅
力
発
信
と
来
訪
者
と
の
交
流

を
目
的
に
平
成
16
年
度
に
開
設
し
た
「
谷

ノ
口
え
え
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、

今
年
で
６
周
年
を
迎
え
ま
す
。
毎
週
日
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
谷

ノ
口
公
民
館
で
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や

果
実
、畜
産
物
、谷
ノ
口
地
区
で
作
る
ジ
ャ

ム
や
焼
肉
の
タ
レ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
多
く
、
開
店
前
に
は
行
列
が
で
き

て
い
ま
す
。

●しみんの広場

▲谷ノ口公民館で開設している「ええＺＯＮＥマーケット」

　　　　 「海釣り大会」のお知らせ
海の幸に親しむ会と神戸校区コミュニティ協議会
が共催で開催します。お気軽にご参加ください。

日時● 11/21 日 　早朝～14：00
受付●8：00～ 12：00に谷ノ口公民館へ
釣り場●南町海岸～東ヶ谷海岸
釣果報告●13：00～ 14：00に谷ノ口公民館へ
その他●参加無料／釣後受付可／賞品あり／少雨決行

▼谷ノ口公園準備委員会
　　090－ 5458－ 9152（福井）

▼神戸市民館☎22局0980

　　　　 「海釣り大会」　　　　 「海釣り大会」　　　　 「海釣り大会」

▲太平洋側から谷ノ口地区を望む

公園予定地

谷ノ口海岸

ええＺＯＮＥマーケット
（谷ノ口公民館）

至南町
至東ヶ谷

平成22年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │



₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

日時 イベント名・内容 会場など 問い合わせ・連絡先

12/11 圡
【見学】
14:00 ～ 15:30

【体験】
15:30 ～ 16:00

リズムにのって生き生きと！
　～太鼓仲間募集～

（平成 22 年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業）

対象：小学生～大人
場所：亀山市民館
費用：無料
指導者：吉村城太郎氏

NPO 法人　渥美虹の会
☎　 35 局 6284
　090-9226-1977（北原）

12/19 ㊐
14:00 ～

第４４回あつみロビーコンサート
　～天使たちがクリスマスを運んできた！～

場所：渥美文化会館
　　　多目的ホール＆ラウンジ
費用：500 円（ドリンク付）

あつみロビーコンサート事務局
☎　 32 局 3963（森下）

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター

日時

イベント

情報

市民活動を応援するページ

➡このコーナーに掲載する情報を募集中！頁下段の連絡先まで。市民活動ニュース

特定非営利活動法人　うたた

「うたた」からのお知らせ
福祉チャリティー絵画展
期間：12/1氺～12/25 圡　会場：神戸館（喫茶店・神戸町明土）

●しみんの広場

活動報告

“障がいをお持ちの方への本人理解から始まる支援を目指して”
　「アート（芸術）で、障がいをお持ちの方の未来を考えられないか？」と
の思いで発足して３年目。毎年、第一線で活躍されている絵本作家を招い
てワークショップ（体験型講座）を開催しています。今年は、渥美どろん
こ村さんと協働して田島征三氏をお招きし、『田島さんと福祉とアートを語
ろう』（10 月２日圡）、『アートが生まれる！』（10 月３日㊐）を開催しまし
た。無心で優しい笑顔の田島さんが見守る中、自然あふれる渥美どろんこ
村の里山フィールドで、障害をお持ちの方も、子どもや大人も、それぞれ
の個性を爆発させ、“アートと福祉”について考える一日となりました。

▲絵本作家・美術家の田島さん

お問い合わせ
代表・中根昌子
　080-5121-0344　　22 局 0344
　nekoma@gray.plala.or.jp　　http://ka-gu.spur.ne.jp/

助成の名称　 対象・内容 問い合わせ・連絡先

子どもゆめ基金

対象活動：子どもを対象とする体験活動や読書活動
対象経費：活動のために真に必要な経費
　　　　　（謝金、旅費、雑役務費、その他経費）
申請期限：12/5 ㊐
※助成要件や限度額などはホームページにてご確認ください。

（独）国立青少年教育振興機構
☎（03）5790 局 8117
    （03）6407 局 7720
　  http://yumekikin.niye.go.jp/

助成の名称　

助成金

情報
あなたの活動にお役立てください！

▲田島さんの講話に耳を傾ける参加者の皆さん

平成22年度市民協働まちづくり事業補助金採択団体
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学校生活の一コマ

を紹介

　　 田原中学校 「朝の読書」
　　心を耕す、朝の読書タイム！ 
　　
　田原中学校では、毎朝10分間「朝の読書」をしていま
す。わずか10分という短い時間ですが、落ち着いた朝の
スタートをきることができ、本を読む楽しさも知るこ
とができる時間となっているようです。「朝の読書」に
ついて、生徒たちの声をいくつかご紹介します。
◦家ではなかなか読む時間がないので、学校で本を読め

るのはいいと思います。
◦朝の読書の時間は、自分にとって一番落ち着く時間です。
◦あまり本を読むのが好きではないですが、朝の読書の

時間があると、本を読む機会ができていいです。
◦集中して読んでいるので、あっという間に時間が過ぎ

てしまいます。もっと長い時間があるといいです。
　部活動や学習などで毎日忙しい生徒たち。この「朝の
読書」の時間に、ゆっくりと落ち着いて本の世界に入
り、豊かな心を育んでいって欲しいと願っています。

 和地小学校 「裏山での活動」
子どもたちの心と体を育てる裏山！

　和地小学校の背後には、山頂まで一直線に階段が続
いている標高96ｍの裏山があります。この裏山を本校
の学習に取り入れてきた歴史は古く、始まりは90年ほ
ど前の大正９年にまでさかのぼります。
　現在の裏山では、柿やミカン、スモモなどの果樹を家
族で育てていく「わが家の木」の活動と、年２回の親子
草刈り作業、「ササユリの里」づくりを目指すササユリ
の保護・育成活動などをしています。秋には縦割り班に
よる「木の葉の芸術」、冬には登山道を走る「チャレンジ
山登り」など、四季折々の行事を実施しています。また、
月１回の「全校裏山集会」、縦割り班による「みどりのパ
トロール」も行っています。
　裏山では、自然観察や自然保護、親子のふれあいな
ど、なかなか経験できない教育活動を行い、子どもたち
の豊かな心を育て、体を鍛える場となっています。

　今回は、毎朝10分間の読書に取り組んでいる生徒の様子
や、学校の裏山で活動する児童の様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

◦３年生のオススメの本
『君に届け』
『サマーウォーズ』
『恋空』　　　　　　
『ハナミズキ』
『タンブリング』　
『ハリーポッター』

◦年に２回「わが家の木」の草刈り作業

◦読書に集中する生徒

◦「木の葉の芸術」

平成 22年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

姉
妹
都
市
・
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
銅ト
ン
ジ
ャ
ク雀
区
の
文ム
ン

忠チ
ュ
ン
シ
ル實
区
庁
長
な
ど
10
名
が
来
訪
し
、市
の
防
災
対

策
や
農
業
の
視
察
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、市
内
の
国
際

交
流
団
体
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、市
長
を

表
敬
訪
問
し
た
文
区
庁
長
は「
こ
れ
か
ら
も
友
情
を

深
め
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

交
流
を
深
め
て

さ
ら
な
る
友
情
を

10
月
18
日［
月
］

　

市
役
所
前
広
場
で「
フ
ァ
イ
ナ
ル
作
戦
２
０
１
０
め

ざ
せ
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
ま
ち
」出
陣
式
が
、市
内
の

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
０
０
日
を
突
破
し
た
こ
と
を
機

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。交
通
安
全
団
体
な
ど
約
１
５
０

名
が
参
加
し
た
式
で
は
、さ
ら
な
る
継
続
を
目
指
し
、

警
戒
に
あ
た
る
白
バ
イ
な
ど
が
出
陣
し
ま
し
た
。

　

第
41
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
大
会
の

女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出
場
す
る
伊
藤
早さ

き紀
さ

ん（
赤
羽
根
中
１
年
）が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。県
大
会
で
優
勝
し
、同
大
会
へ
の
出
場
権
を
勝

ち
取
っ
た
伊
藤
さ
ん
は「
力
を
出
し
切
っ
て
決
勝

に
進
み
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

▲サイレンを鳴らしながら、市民に交通安全を呼びかけました

▲文・銅雀区庁長（前列左から５番目）ら10名の訪問団と市の関係者

▲市長から「プレッシャーに負けずにがんばって」と激励された伊藤さん

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

継
続
を
目
指
し
て

自
分
の
力
を
信
じ
て

駆
け
抜
け
る
！

10
月
19
日［
火
］

10
月
15
日［
金
］

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 22年 11月15日



　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計
調
査
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、
統
計
の
日
（
10

月
18
日
）
を
記
念
し
て
、
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▪
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
々

▪
大
河
幹み

き
か
ず和
（
六
連
町
）

▪
西
山
直な

お
し司
（
六
連
町
）

▪
太
田
一か

ず
な
り成
（
伊
川
津
町
）

▪
樅
山
節せ

つ
お生
（
八
王
子
町
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

　

22
局
３
８
１
７

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
郷
土
の

歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
で
健
康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成
23
年
１
月
５
日
～
２

月
28
日　

▼
勤
務
内
容
＝
赤
羽
根
文
化
財

収
蔵
庫
な
ど
で
発
掘
出
土
品
の
整
理
や
発

掘
の
補
助
作
業　

▼
勤
務
形
態
＝
火
曜
日

～
土
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
財
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
び
、
家
庭
か

ら
出
る
廃
食
用
油
で
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象
＝
小
学
校
４
～
６
年
生　

▼
日

時
・
場
所
＝
12
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
前

10
時
～
正
午
・
渥
美
文
化
会
館
／
午
後
２

～
４
時
・
田
原
文
化
会
館　

▼
定
員
＝
各

30
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
広
口
ビ
ン
な
ど
の
容
器
（
エ

コ
キ
ャ
ン
ド
ル
用
）
を
持
参　

▼
申
し
込

み
＝
12
月
13
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

第
２
回
は
、
小

型
搾
油
機
に
よ
る

菜
種
の
搾
油
体
験

と
、
菜
種
油
を
利

用
し
た
行
灯
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生

～
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日

時
＝
12
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
定

員
＝
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
）　

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
平
成
23
年

１
月
30
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市

内　

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙

種　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
13
日
（
月
）
～

12
月
22
日
（
水
）
の
期
間
に
市
役
所
消
防

課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
そ
の
他
＝
テ

キ
ス
ト
、
事
前

講
習
会
お
よ
び

電
子
申
請
に
つ

い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

田
原
市
臨
時
職
員

（
発
掘
出
土
品
整
理
・
発
掘
補
助
）

冬
休
み
エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

田
原
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験

「
菜
種
の
搾
油
体
験
と
行
灯
づ
く
り
」

農
林
水
産
統
計
業
務
協
力
者

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
授
与

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

渥美運動公園パターゴルフ場の
利用中止のお知らせ　
　長年ご利用いただきました渥美パ
ターゴルフ場を、施設の老朽化および
利用者数の減少に伴い、12 月27 日（月）
から閉鎖工事のため利用中止とさせて
いただきます。今後は、赤羽根文化広
場・緑が浜公園のパターゴルフ場をご
利用くださるようお願いします。

▼生涯学習課
☎ 23局3531　 22局3811
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市
道
田
原
駅
前
通
り
線
道
路
改
良
工

事
に
伴
い
田
原
町
・
赤
石
地
内
で
の
交

通
規
制
（
車
両
片
側
交
互
通
行
）
を
行

い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
下
旬
ま
で
（
予

定
）　

▼
場
所
＝
地
図
の
と
お
り

※
通
行
規
制
の
案
内
は
、
現
場
付
近
に

設
置
す
る
看
板
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎ 

23 

局
３
５
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

最
も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
、
思
い
や
り
あ

る
運
転
で
交

通
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ

う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
が

協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を
及

ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で

防
犯
活
動
に
取
り
組
み
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
他
人
の

権
利
を
侵
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」「
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
「
人
権
問
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
方
や

「
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」
な
ど

お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
ま
た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　
（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
10
月
１
日
、
福
江
小
学
校 

石
花
会
代

表
者　

原
功
一
様
か
ら
福
江
小
学
校
教
育

向
上
の
た
め
壁
掛
扇
風
機
24
機
。

▼
10
月
５
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

彦
坂
直
政
様
か
ら
田
原
市

立
小
中
学
校
・
保
育
園
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
推
進
お
よ
び
環
境
教
育
の
向
上
の
た

め
、草
花
用
培
土
バ
ラ
33
立
方
メ
ー
ト
ル
、

袋
８
４
０
袋
。

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日
水
～
２０
日
月

人
権
週
間

12
月
４
日
土
～
10
日
金

道
路
改
良
工
事（
田
原
駅
南
）に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
水
～
10
日
金

◉
重
点
項
目

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
る
事

　

件
・
事
故
の
防
止

◦
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
で
発
生
す
る
犯

　

罪
の
防
止

◦
住
宅
・
店
舗
な
ど
を
対
象
と
す
る
侵
入

　

犯
罪
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

◉
重
点
目
標

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　

乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と　

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

　

し
よ
う

■田原町・赤石地内の交通規制

▪「少年物語　渡辺崋山」感想文表彰
　小学６年生が卒業するときに㈶崋山会から
贈られる冊子「少年物語　渡辺崋山」が、夏
休み前に配布され、感想文が募集されました。
市内小学６年生から 29 点の応募があり、優
秀賞に決まった５名が、田原市民まつりの中
で表彰されました。※この感想文の募集は
来年度以降も実施されます。

【優秀賞】河合佑斗くん（田原中部小）、江口祥
悟くん（田原中部小）、高橋真鈴さん（衣笠小）、
大竹琳子さん（野田小）、中神康輔くん（童浦小）

▼㈶崋山会事務局☎22 局1700

三河田原駅

田原福祉センター
田原駅南公共駐車場

田原デイサービス
センター福祉センター前

福祉センター西

城宝寺

車両片側
交互通行
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♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
▪
緑
化
推
進

 

公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
は
、
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
す
る
な
ど
、
地
球
環
境
に
と
て

も
や
さ
し
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
「
緑
」
は
、

気
温
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
家
庭
で
庭
木
な
ど
を
植

え
た
り
、
生
垣
や
花
壇
作
り
に
挑
戦
し
た

り
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪
里
山
保
全

　

里
山
保
全
活

動
の
一
つ
に
間

伐
が
あ
り
ま
す
。

間
伐
と
は
、
樹
木
が
生
長
し
て
混
み
合
っ

た
と
き
に
、
伐
採
し
て
間
引
く
こ
と
を
い

い
ま
す
。
間
伐
し
な
い
と
、
森
に
は
光
が

入
ら
ず
下
草
が
生
え
な
い
た
め
、
雨
が
降

る
た
び
に
表
土
が
流
れ
出
し
、
川
に
土
砂

が
流
れ
込
む
な
ど
の
災
害
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
樹
木
が
育
た
ず
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
能

力
も
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
田
原
市
の
豊

か
な
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◉
小
学
校
高
学
年
の
部

　

河
合
俊
哉
く
ん（
田
原
中
部
小
学
校
）

　　

白
井
敦
貴
く
ん（
衣
笠
小
学
校
）

　
　
　

◉
中
学
校
の
部

　

浜
千
代
良
夢
さ
ん（
田
原
中
学
校
）

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

55

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
や
お
惣
菜
の
パ
ッ
ク
、
カ
ッ
プ
麺

の
容
器
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
多
く
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

「
ご
み
の
分
け
方・出
し
方
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
確
認
し
、分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

飲
料・酒・し
ょ
う
ゆ
用
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作

ら
れ
た
容
器
包
装
の
こ
と
で
、識

別
す
る
プ
ラ
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
は
、小
片
や
粒
に
し
て
、製
品
の

材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

方
法
と
、科
学
的
工
程
に
よ
っ
て
分

解
処
理
さ
れ
、製
鉄
会
社
の
燃
料

な
ど
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

◉
リ
サ
イ
ク
ル
商
品

•
文
房
具

•
プ
ラ
ン
タ
ー（
植
木
鉢
）

•
フ
ェ
ン
ス
や
ベ
ン
チ

•
工
業
製
品
を
運
ぶ
パ
レ
ッ
ト

•
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た　

な
ど

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
と
は
？

ど
の
よ
う
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
の
？

◉
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
の
出
し
方

プ
ラ
マ
ー
ク
を
参
考
に
分
別
し
ま

し
ょ
う
。中
身
は
使
い
切
り
、洗
っ
て

乾
か
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
菓
子
の
袋
や
、汚
れ
た
容
器
な
ど

　

は
、も
や
せ
る
ご
み
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

分
類
に
悩
む
も
の

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー

ク
、洗
剤
の
計
量
ス

プ
ー
ン
は
も
や
せ
る

ご
み
へ

●
果
物
が
入
っ
て
い

る
ネ
ッ
ト
や
、プ
チ
プ

チ
の
緩
衝
材
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
類
へ

※
平
成
22
年
３
月
現
在
の
学
校
名
で
す

▲グリーンレン
　ジャー
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◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
２
３
５
人・
事
業
所
56
か
所（
10
月
末
現
在
）



66

防
災
ま
め
知
識

災
害
時
の
家
族
の
安
否
確
認

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
時
に
家
族
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
の
は
、
と
て
も
不
安
な
こ

と
で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
「
お

互
い
の
安
否
確
認
は
ど
う
す
る
の
か
」

「
勤
務
先
や
学
校
か
ら
ど
の
よ
う
に
し

て
自
宅
に
帰
る
の
か
」
な
ど
、
具
体
的

な
対
策
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▪
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１い

な

い
７
１
」

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

と
き
な
ど
、
被
災
地
へ
の
安
否
確
認
の

電
話
が
集
中
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
家

族
や
親
戚
な
ど
の
安
否
確
認
を
行
う
た

め
の
「
声
の

伝
言
板
」
の

役
割
を
果
た

し
ま
す
。

◉
利
用
方
法

◎
録
音
方
法

1
「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル

2
「
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

3
自
分
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
い
録
音

◎
再
生
方
法

1
「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル

2
「
２
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

3
安
否
情
報
な
ど
を
確
認
し
た
い
相
手

の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

※
伝
言
に
は
保
存
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
／
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

を
ご
利
用
の
場
合
、
Ｐ
Ｂ
信
号
を
出
せ
る

操
作
を
し
た
時
の
み
操
作
可
能
と
な
り

ま
す
。

◉
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
体
験
し
よ
う

◎
期
間

◦
毎
月
１
日
・
15
日
／
０
時
～
24
時

◦
正
月
三
が
日

　
（
１
月
１
日
０
時
～
１
月
３
日
24
時
）

◦
防
災
週
間

　
（
８
月
30
日
９
時
～
９
月
５
日
17
時
）

◦
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
（
１
月
15
日
９
時
～
１
月
21
日
17
時
）

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

友好都市 長野県阿南町で田原市の児童・学生が交流
友好を深めている阿南町との交流事業をご紹介します。

は、すでに来
年の交 流が
待ち遠しい様
子を見せてい
ました。
◉“たっぷく”の福祉交流
　９月２日（木）、田原福祉専門
学校の学生が阿南町の福祉
施設「下瀬しあわせ村」と「お
元気サルビアの郷」で体験学
習を行いました。学生たちはグループに分かれ、高齢
者や障害者の方と昔の懐かしい歌を歌ったり、フラ
ワーアレンジメントを作成したりするなど交流しました。
いつもとは違った環境での学習は、学生生活の思い
出のひとつとして残る貴重なものとなったようです。

◉和地小学校と阿南町の小学校との交流
　６月23日（水）～25日（金）の３日間、和地小学校の４･
５年生が阿南町の大

おおしもじょう

下条小学校などを訪れ、「山の
生活」を体験しました。
　和地小学校と大下条小学校の児童は、６月３日

（木）に和地海岸で交流を行っており、約３週間ぶり
の再会となりました。「元気だった？」などと声を掛け合

いながら、児童た
ちは仲良く繭

まゆだま

玉
工 作や学 校 探
検を行いました。
　阿南町の友だ
ちとさらにきずな
を深めた和地小
学校の児童たち

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

▲川遊びでうれしさはじけて笑顔いっぱい！

▲みんなで記念撮影（大下条小学校にて）

▲クラフト作成の補助
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其の

116

　文化財課 　２３局３６３５
　　　　　 　２２局３８１１

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.678 平

成
22

年
11

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
は
全
国
一
の
農
業
算
出
額
（
平

成
18
年
）
を
誇
る
農
業
王
国
で
す
。
そ
の

礎
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
42
年
の
豊
川
用

水
の
通
水
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
水
が
豊

富
で
な
い
半
島
で
は
、
通
水
以
前
は
た
め

池
や
わ
ず
か
な
湧
水
、
家
庭
で
は
雨
水
を

た
め
、
井
戸
水
で
散
水
用
の
水
を
確
保
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
苦
労
は
、
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
変
で
し
た
。

　

さ
て
、
田
原
市
の
農
業
を
発
展
さ
せ
た

豊
川
用
水
は
、
一
人
の
政
治
家
の
発
想
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
生
み
の
親
で

あ
る
近
藤
寿
市
郎
は
、
明
治
３
年

（
１
８
７
０
）
４
月
15
日
、
現
在
の
高

松
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
高

松
村
役
場
勤
務
な
ど
を
経

て
、
明
治
28
年
に
高
松
村

長
に
な

り
ま
し

た
。
そ

し
て
明
治

36
年
か
ら
渥
美
郡
会
議
員
、
同
44
年

か
ら
愛
知
県
議
会
議
員
、
昭
和
４
年
か
ら

衆
議
院
議
員
、
昭
和
11
年
か
ら
豊
橋
市
議

会
議
員
、
昭
和
16
年
か
ら
豊
橋
市
長
を
務

め
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
時
代
の
大
正
11
年
、
単
身

で
ジ
ャ
ワ
島
の
農
業
水
利
事
業
や
港
の
建

設
工
事
を
視
察
し
、「
奥
三
河
の
宇う

れ連
川

に
ダ
ム
を
築
き
渥
美
半
島
な
ど
へ
の
灌か

ん
が
い漑

用
水
路
建
設
」
や
「
豊
橋
港
の
改
修
事

業
」
な
ど
の
発
想
を
得
た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
寿
市
郎
は
県
議
会
で
こ
の
構
想

を
提
唱
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
木
機
械

が
豊
富
な
現
代
と
違
い
、
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
そ
の
工
事
は
予
想
も
つ
か
な
い
こ

と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
に
も
壮
大

な
話
で
あ
っ
た
た
め
、
県
議
会
で
も
ま
っ

た
く
相
手
に
さ
れ
ず
一
笑
に
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
構
想
は
、
の
ち
に
「
近
藤

の
三
大
ホ

ラ
」
と
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
。 

し
か
し
、
一
つ
め
の
ホ

ラ
は
豊
川
用
水
の
通
水
と
し
て
実
現
し
、

二
つ
め
の
ホ
ラ
も
一
部
は
現
在
の
三
河
港

と
し
て
、
三
つ
め
の
ホ
ラ
も
現
在
の
赤
羽

根
漁
港
と
し
て
、
い
ず
れ
も
戦
後
に
な
っ

て
か
ら
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て「
ホ

ラ
」
で
は
な
く
、
先
を
見
る
目
が
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。 

　

終
生
、
東
三
河
の
発
展
を
願
い
「
ホ
ラ
」

を
吹
き
続
け
た
寿
市
郎
は
、
豊
川
用
水
の

完
成
を
待
た
ず
、
昭
和
35
年
４
月
14
日
に

89
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

豊
川
用
水
の
生
み
の
親　

近
藤
寿じ

ゅ
い
ち
ろ
う

市
郎

　

今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
バ
ル
ブ
を

ひ
ね
れ
ば
作
物
に
水
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
桶
を
担
い
で
柄ひ

し
ゃ
く杓
で
水
を
ま
い
て

い
た
時
代
と
は
雲
泥
の
差
で
、
そ
の
苦
労
の

記
憶
も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
だ
か
ら
こ

そ
、
豊
川
用
水
の
恩
恵
に
感
謝
を
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
た
寿
市
郎
を

始
め
と
す
る
関
係
者
の
人
々
の
苦
労
を
知

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
寿
市
郎
の

よ
う
に
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
人
た
ち
の

生
き
方
を
学
び
、
そ
の
人
た
ち
の
功
績
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
田
原
市
に
貢
献
し

た
人
の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
行
政
・

文
化
・
産
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活

躍
、
貢
献
し
た
地
域
の
人
の
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▼▼
田
原
城
跡
に
あ
る
大
き
な

２
本
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
。昨

年
は
、台
風
18
号
で
散
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、今
年
こ
そ
は
金
色
に

輝
く
姿
を
撮
ろ
う
と
心
に
決
め
て
い

ま
し
た
。天
気
予
報
を
見
て
は
一
喜
一

憂
。風
が
吹
か
な
い
か
、台
風
は
来
な

い
か
、晴
れ
る
か
ど
う
か
な
ど
。夏
の

猛
暑
で
色
づ
き
が
心
配
で
し
た
が
、見

事
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
城
跡「
桜
門
」の
イ
チ
ョ
ウ

◦近藤寿市郎の像（赤羽根文化広場）
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